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■ 

机の上が脳ミソだ！
「チュウショウガ」って何？

視ることで心が動き、視ることから構想が
スタートします。
しかし眼も耳も自分の内側には向いていま
せん。作品のイメージは頭の中だけで考え
るのではなく机上で展開し、構想のプロセ
ス、その試行錯誤の様子をしっかりと自分
自身に見せつけ、刺激することが大切。「脳
は外部に突き出したもうひとつの脳であ
る」と言われますが、私は机上が脳ミソだ
と考えます。机上で作業する手は脳と連動
しイメージを探ります。ひとりひとりの持
てるものを引き出す構想のプロセス。私た
ちがもっとも大切にしていることのひとつ
です。

「愛産大では抽象画を積極的に教えようとしているのですか？」と聞かれることが時々あり
ます。良いカタチ、良い配色、良い構図といった造形としての魅力を磨こうと思うと抽象
的な部分での指導が必要になってきます。その意味では積極的ですが、先にも書いたとおり、
これは具象画の否定ではありません。逆に抽象画ばかり描いている人には、しっかりと対
象を観察してじっくり描くことの重要性も説きます。要するに学生個々に何が必要なのか
を考え指導を処方しているのです。
こちらが抽象画に導こうとしなくても、色やカタチと戯れ、あるいは悪戦苦闘している内
に抽象の魅力に取り付かれ、自ら抽象画を志す学生も少なくありません。外部からみると、
それも抽象画を積極的に教えているように思われてしまう要因になっているかも知れませ
んが、むしろ学生の心の中に必然性が芽生えてくるのです。

音楽にも歌詞のあるものと、曲だけのもがあります。例えるなら歌詞のある曲のように「言
葉」で理解できる要素が大きいものが具象画（具体的な「何か」が描かれている絵）、曲だ
けの音楽で音の表情だけを味わうように造形の表情だけを味わうのが抽象画、ひらたく言え
ばそんなところです。しかし具象画でも絵である以上造形的な良し悪しが問題になる、とい
う意味では「抽象」を含んでいます。つまり具象画と抽象画は相反するものではないという
ことです。
左の作品は状況もモノも言葉に置き換えて理解することが可能な作品です。それと比べると
中央の作品は、言葉に置き換えることが難しい、カタチや色彩、タッチといった造形的な表
情を表現する抽象画です。右の作品はどうでしょうか。一見、何が描かれているかわかりに
くい、つまり抽象画にみえるかも知れません。しかし、「サクラの樹が描かれている」とき
くとどうでしょうか。多くの場合両方の要素を併せ持っており、絵を学ぶとは両方学ぶこと
なのです。

スケッチは描けば描くほど
イメージを深めてくれます。

例えば配色。用具を使って
実際に自分に見せつけなが
ら検討しましょう。



■ 

ここは旅をするところです！

旅の果てに出会えたものは…

左の作品は入学間もないころの通信課題です。造形的なカタチや色彩の表情に
は無頓着、描きたいものを「図示」しただけのような作品です。その後もしば
らく同じような状態が続きましたがある時突然、右の作品が提出されました。
技術的なことはともかく色彩やカタチ、絵具の表情が何倍も深いものになりま
した。恐らく何を描いて良いのか見定めることができず、ただただ作品と取っ
組み合い、試行錯誤を繰り返したのでしょう。その営みが作品の造形的な表情
となってそこに現れています。初めてこの作品を視た瞬間「おー、目覚めたな！」
と、そんな感慨を覚えたものです。これに比べるなら左の作品に感じられる作
者と作品の付き合いはまったく表面的でよそよそしいものです。私はこの変化
の過程が、この学生の「旅」のように感じられました。
パッケージツアーの旅はいざ知らず、未知の世界への一人旅、いろんなものを
乗り越えて出会えるものがあります。愛知産業大学通信教育部をそういう旅の
できるところにしていきたいと思っています。

左の写真はある学生の卒業研究審査での作品発表の様子です。この学生、音楽大学を卒業
したヴァイオリニスト。絵にも興味関心があり本学へ入学しました。長い間、自分の表現
と呼べるものの手応えを掴むことができなかったのですが、卒業研究作品に取り組む中で
何かを得ることができたようです。この学生はこう語ってくれました。
「音楽と絵画は無関係だと思っていた。だけど卒業研究を通じてヴァイオリニストの私だ
からこその表現ができるものに出会えた」
これが絵画コースでの旅の終わりに出会えたのものだったようです。新しい自分の発見、
旅の一番の醍醐味かも知れません。
審査会場では作品のイメージを即興の曲にして演奏して聴かせてくれました。



愛知産業大学・短期大学のホームページです。通信教育部の学部学科構成、カリキュラム、
募集要項等の情報を知ることができます。また資料請求、入学相談窓口もこのホームページ
でできます。

愛知産業大学・短期大学のホットなニュースを、愛知産業大学のマスコット「ツウキョウ君」
が紹介するブログです。

デザイン学科絵画コース准教授山口雅英のブログです。絵画をはじめ表現に関するちょっと
つっこんだ話題を平易な言葉で紹介しています。

絵画コース准教授山口雅英ブログ「YAMA-blog」
http://www.asut-bi.com/yamablog/

愛知産業大学・短期大学通信教育部ブログ「ツウキョウ君だより」
http://tsukyo-kun.chicappa.jp/

愛知産業大学・短期大学通信教育部ホームページ
http://www.asu-group.net/tsukyo/

愛知産業大学／デザイン学科絵画コース関連サイト
■ 

それぞれのホームページアドレスをクリックするとリンクします。link

http://www.asu.ac.jp/tsukyo/
http://tsukyo-kun.com/
http://www.asut-bi.com/yamablog/
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最初からわかっているから描けるのではありません。
描いているうちにだんだんとわかってくるのです。
最初からわかっりきっているとしたら
制作という行為はそのイメージをなぞるだけの
機械的な作業になってしまいます。
「描く (EGAKU)」というまさにその行為そのものが
イメージを育て想いを育み目標を見いだすための「生」の現場なのです。
絵を描く悦びとは、何かを生み出そうと、心が活き活きと輝く
そんな時間を過ごすことの充実感なのではないでしょうか。
勇気と希望と期待をもって飛び込んだところで、
その悦びに出会うことができるのです。
ただ、この愛知産業大学通信教育部絵画コースがあなたにとって
勇気と希望と期待をもって飛び込むに値するところなのかどうか、
それを決めるのは私ではありません。
私たちのしていること、私たちが大切に思っていること、
そして私たちの大学で学んでいる学生のしていることを
今、考えているあなたにできるだけ伝えたいという想いから
この冊子を作りました。
疑問、質問また見学のご希望等ありましたら、
お気軽にご連絡ください。
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